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藤

原

兼

輔

伝

考

(
三
)

工

藤

重

矩

一

生
い
た
ち

二

定
方
と
兼
輔

四

兼
輔
の
交
遊

(
33
号
〉

五

桑
子
入
内

三

宮
廷
の
兼
軸

(以
上
30
号
)

延

喜

二
十

一
(
九

二

一
)年

正
月

、兼

輔

は
兄

兼
茂

に
先

ん
じ

て
参
議

に
昇

っ
た
。

四

五
歳

。

こ

の
時

の
台
閣

構

成

は
、

左
大

臣

を
闊

き

、
右
大

臣
藤

原

忠
平

、
大

納

言
同

定
方

、

同
清

貫

、
中

納

言
同
仲

平

、

源
當

時

、
権

中

納

言
藤

原
保

忠

、
参

議

同
恒

佐

、
同

玄
上

、

源
悦

、
藤

原

邦
基

、
同

兼
輔

で
あ

り
、
参

議

は
定

員

の
八

名

に
三

名
を

欠

い
て

い
る
。

以
後

の
兼
輔

は

、
延
喜

二
十

一
年

二
月

左

近
権

中

将

に
任

ぜ

ら
れ

(如

元
)

二
十

二
年

正
月

に
は
従

四
位

上

を
叙

せ
ら

れ
、

延
長

二
年

近
江

守
を

兼

ね

、
同
五

年

正
月

に

至
り
権

中

納

言

に
昇

る

と
共

に
従

三
位

を
叙

せ
ら

れ
て

い
る

。
権

中

納

言

は
五

人

を
越

え

て

の
事

で
あ

る
。

そ

の
故

か
兼
官

は
無

く

な

っ
た
。

延
長

年
間

、

醍

醐
天

皇
時

代

は

こ

の
官

で
過
ぎ

る

。

延
長

の
八
年
間

は
総

じ
て
順

調

な
年

月

で
あ

っ
た
と

い
え
る
。

延
喜

二

十
二
年

正
月
に
弟
兼
輔

に
遅

れ

て
参
議

に
昇

っ
て

い
た
兼
.茂

が
、
中

風

を

発
し

て
三
月

七

日
卒

し
た

(公
卿
補
任
)
。
こ

の
異
母

兄

は

、
参
議

以

前

は
常

に
兼
輔

に
先

ん
じ

て

い
た

の
で
、

そ

の
死

は
利
基

家

に
お

け

る
兼
輔

の
位

置

を
更

に
高

め
た

で
あ

ろ
う

。
兼
茂

と

の
交

渉

は
、
家

集

に
饒

の
折

の
歌

が

一
首
あ

る
だ
け

で
、
詳
ら

か

で
な

い
。
兼
茂

は
ど
ち

ら

か
と

い
え

ば
宇

多

法
皇

に
近

い
人

で
あ
り
、
兼

輔

は
醍

醐
天
皇

に
近

い
人

で
あ

っ
た
。

内

に
名
実

共

に
家

長

の
位

置

に

つ
い
た
兼
輔

は
、
外

に
天
皇

と

の
姻

戚

関

係
を
確
保

し
た
。
娘

桑
子

が
入
内

し

た

の
で
あ

る
。

「
一
代

要
記

」
等

に

「
更
衣
藤
桑

子

兼

輔
女
」

と
あ

る
。

桑

子

の
母

は
前

に
述

べ
た
よ
う

に
、
定
方
女

で
あ
ろ
う

。

「
日
本
紀

略
」

延
喜

二
十

一
年

五
月

二
十

三

日

条

に
、

「女

御

[
口

卒

號

楓
御

休
息

所
」

と

あ

る

の
を

、

「
椒

庭
譜

略

」
は
桑
子

に
擬
定
し

、
是

に
拠

っ
て

、

『大

日
本
史

料
』

は

此

の
日

に

桑

子
関
係
資
料

を
収

め
て

い
る
。
然

し

、
第

二
章

で
述

べ
た
通

り
、
桑

子

所

生

の
章
明
親

王
は

延
長

二
年

の
誕
生

だ

か
ら
、

楓
御

休
息

所

は
桑

子

で

は

な

い
で
あ
ろ
う

。

桑
子

の
入

内
は
延
喜

二
十

一
年

か
ら

延
長

元
年

(九
二
三
)の
頃

で
あ

る

(

第
二
章
参
照
)
。
そ

の
前

後

の
政

治
社

会
的

状
況

を
概

観
し

て

お

こ
う
。

入
内
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と

い
う

こ
と

は
極

め

て
政
治

的
事

件

だ

か
ら

で
あ

る

。

延
喜

九

年
時

平

が
莞

じ

て
よ

り
後

は

、
左
大

臣

は
欠

員

の
ま

ま

、
延

喜

十
三
年

右
大

臣

に
任

じ

た
忠

平

が
、

緩

い
な

が
ら

も

体
制

を
掌

握

し

た
。

そ
れ

以
前

の
右

大

臣

は
源
光

で

あ

っ
た

。
普

通
な

ら

、
時

平
莞

後

、
源

光

が
左
大

臣

に
転

じ

て

い
た
筈

で

あ

る
。

だ

が
、
延

喜

九
年

は

、
大
納

言

を

欠

き

、
中

納
言

に
源

湛

、
源

昇

の
兄

弟

が
お

り
、

忠
平

は
四
月

に
権

中
納

言

に
任
じ

た

ば
か

り

で
あ

っ
た

。
源

光

が
左

大
臣

に
転

ず

れ

ば
、

右
大

臣

は
源

湛

か
昇

か
で
あ

ろ
う

。

源
氏

に
左

右
大

臣
を

独
占

さ

せ

る
わ

け

に
は

ゆ
か

な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

忠
平

も

三

十
歳

で
あ

り

、

一
躍
大

臣

に
昇

る

だ
け

の
機

は
熟

し

て

い
な

か

っ
た
。

源
氏

を

抑
え

る

の

に
は
、

お

そ
ら

く

宇

多

上
皇

の
協

力
を

求

め

た
も

の
と

思
う

。

上
皇

と
忠

平

は
姻

戚
関

係

に

あ

り

、

か

っ
て
忠
平

は
上
皇

の
請

で
清
経

に
参

議

を
譲

っ
た
と

い
う

貸
し

も
あ

る
。

醍

醐
天
皇

と
忠
平

と

は
直

接

の
血

縁
姻

戚
関

係

は
無

い
が
、

皇
太

子
保

明
親

王

は
穏
子

所

生

で
あ
り

、

ま

た
天
皇

の
母

后

胤
子

に
か
え

て
温

子
を

天
皇

の
養

母

と
も

し

て

い
た

(紀
略
)
。
光

孝

、
宇

多

、
醍

醐

と
続

い
た
非

基

経

流

の
天
皇

が

、
保

明
親

王

の
即

位

に
依

っ
て
基
経

流

に
戻

る
筈

で
あ

っ
た
。
そ

の
皇

太

子
保

明
親

王

が
延

喜

二
十

三
年

三
月

二
十

一
日

に
莞
じ

た
。

二
十

一
歳

で
あ

る
。
菅

家

の
霊
魂

の
宿

念

の
所
為

だ

と
人

々
は
噂
し

た

(紀
略
)
。

託
言

閲
巷

に
満

ち
、

主
上

は

恐
催

さ

れ
、

臣
下

は
驚

動
し

た

と
、

噂
を

好

む

「
扶
桑

略
記

」

は
記

し

て

い
る
。

問

題

は
次

の
東
宮

に
誰

を
立

て

る

か
で
あ

る
。

当
時

、
親

王

は

、
克

明

(
母
源
封
子
)
、
代

明

(
母
藤
連
永
女
)
、
重

明

(
母
源
昇
女
)
、
常

明

(母
源
和
子
)
、

式

明
(母
同
〉
、
有

明
(母
同
)
、
時

明
(母
源
周
子
〉
、
長

明

(母
藤
菅
根
女
)の
諸
親

王

が

い
た
。

し
か

し
、

忠
平

に
は

い
ず

れ
も

皇

太
子

と
す

る

こ
と

は

で
き

な

い
。

一
箇
月
を
経

て
、

四
月
二

十
九

日

、
故
保

明

親
王

の
息
慶

頼

王

を
東
宮

に

立

て
た
。
時

に
三
歳

。

立
太
子

に
先

立

っ
て
、

二
十

日
道
真

を
右
大

臣

に
復

し
、

正

三
位

を
追

贈
し
た
。

二
十
六

日
に
は
女

御
穏

子
を
中

宮

に
冊

立
し

た
。

立
后

の
日
、

宮

の
内

の
人

々
は
先

坊

の
事

を
、

忌

々
し
が

っ
て

口
に
せ
ず

、

一
人
悲

し

ん

で
泣
く
乳

母
子
大

輔
を
人

前

か
ら
隠

し
て

し
ま

っ
た
と
、

「
大

鏡
」

や

「
大
和
物
語
」

は
伝

え
る
。

閏
四
月
十

一
日

に
は

「延

長
」

と
改

元
さ

れ
た

。

七
月
二
十

四
日
、
第

十

一
皇

子
寛

明

が
忠
平

の
五
条
第

で

誕
生

し

た
。

母
は
穏
子

で
あ

る
。

八
月

一
日
産
養

の
夜

、
兼

輔

は
他

の
藤

原

氏

と
共

に

、

慶

び
に
参
候

し
て

い
る

へ貞
信
公
記
)
。

延
長
二
年

正
月
、
忠

平

は
左

大

臣

に
転

じ

、
定
方

が
右

大

臣

に
昇

る

。

こ
う
し

て

一
息

つ
い
た
忠
平

を
再

び
不

測

の
事
故

が
襲

っ
た
。

延
長

三

年

六
月
十
八

日
東
宮
慶

頼
王

が
莞

じ
た

の
で
あ

る
。

「
貞

信
公

記
」

に
依

れ

ば
、
十
六

日
頃

か
ら
下
痢

を
煩

っ
て

い
た

と

い
う

。
急

逝

で
は
あ

っ
た

が
、
今
度

は

一
昨
年

誕
生
し

た
寛

明
が

い
た

の
で
、

保
明
親

王

の
時

ほ

ど

う

ろ
た
え

る
こ
と

は
な
か

っ
た
で
あ

ろ
う

。
そ

の
寛

明
は

、
延

長
三

年

八

月

二
十
九

日
着

袴

(
貞
信
公
記
)
、
十

一
月

十
七

日
親
王

宣
下

、

同

日
立
太

子

(紀
略
)
。
時

に
三
歳
。

こ

の
よ
う

に
東

宮

が
相
次

い
で
莞

じ
た
時

期

に
、
兼

輔

は
娘

を
後

宮

に

入

れ
、
章

明
親

王

窺
王
宣
下
は
延
長
八
年
)
が
生

れ

た

の
で
あ
る

。
保

明
親

王

が

莞

じ
た
時
、
既

に
桑
子

を
入
内

さ

せ
て

い
た

で
あ
ろ
う

兼
輔

は
何

を

感
じ

た

で
あ
ろ
う

か
。
慶
頼

王

が
莞

じ

た
時

、
章

明

を
得

て

い
た
兼
輔

は

何
を

想

っ
た
で
あ

ろ
う

か
。

堤

の
中
納

言

の
君

、
十

三

の
み

こ
の
母
御
息

所
を

内

に
奉
り

給

ひ
け

一21一



る
は

じ
め

に
、
帝

は

い
か
が

お
ぼ

し
め
す

ら

ん
な

ど
、

い
と

か
し

こ

く

思

ひ
な

げ
き

給

ひ
け

り
。

さ
て
帝

に
よ

み

て
奉
り

給

ひ
け

る
、

人

の
親

の
心

は

や

み
に
あ

ら
ね

ど
も

子
を

思

ふ
み
ち

に
ま

よ

ひ

ぬ
る

か
な

先

帝

い
と

あ

は
れ

に
お

ぼ
し

め
し

た
り

け
り

。
御

返
事

あ
り
け

れ

ど

人

え

知
ら
ず

。

「
大

和
物

語

」
四

五
段

に
伝

え

ら
れ

る

こ

の
話

は

、
古
来
親

の
子

を
思

う

情
を

詠

じ

て
有

名

で
あ

る
。

だ

が
、

当
時

の
宮

廷

の
情

勢

を
考
慮

す

れ

ば
、
単

な

る
子

へ
の
愛
情

に
依

る

心

の
乱

れ
で

は
な
く

、
兼

輔

の
脳
裏

を

過

っ
て
心

を
迷

わ

せ
た

の
は

、
権
力

の
座

に
在

る
自
分

の
姿

で
あ

り
、

玉

座

に
あ
る
章

明

の
幻

影

で

は
な
か

っ
た
ろ
う

か
。

周
知

の
如

く
、

天
皇

と

の
血

縁

・
姻
戚

に
よ

っ
て
地
位

は
保
障

さ

れ
、
外

戚
関

係

に
よ

っ
て
摂

関

体
制

は
支

え

ら
れ

る
。

そ
れ

故

に
、
基

経
流

の
期

待
を

一
身

に
担

っ
て
誕

生
し

た
寛

明
親

王

は
、

道
真

の
怨

霊
を

恐

れ

て
、
昼
夜

燈
を

と
も

し

た
御

帳

の
中

で
育

て
ら

れ
た

の
で
あ

る

(
大
鏡
)
。

忠
平

の
恐
れ

は
、

兼
輔

に
と

っ
て
は
期

待

で
あ

っ
た
筈

で
あ

る
。

兼

輔

は
延

長
五
年

五

人
を

超
え

て
権

中
納

言

に
昇

っ
て

い
る
。

こ
れ

は

章

明

の
誕
生

に
拠

る
所

が
大

き

か

っ
た

で
あ
ろ
う

。

そ
し

て

、
娘
能

子

に

親

王

が
無

く

、
確

立
し

て

ゆ
く
忠

平
体

制

の
中

で
、

次
第

に
足

許
を

削

ら

れ

て
ゆ

く
不

安
を

感
じ

て

い
た
で
あ

ろ
う

定
方

の
引

き

立

て
に
も
拠

っ
て

い
る

で
あ
ろ

う

が
、
定

方

と
し

て
も

、
桑

子

が
定
方

女
所

生

で
あ

っ
て
み

れ

ば

、
章

明

の
後

見

と
し

て
も

、
兼

輔

を
引

き
立

て

て
お
く

必
要

が
あ

っ

た

の
で
あ

ろ
う
。

勿
論

、
東

宮

を
忠

平

と
正

面

切

っ
て
争
え

ば
、
定

方

・

兼

輔
側

に
は
勝

ち
目

は
な

い
。

そ

れ
な

ら
、

忠
平

を
刺

激
し

な

い
程
度

に

打

て
る

だ
け

の
手

は
打

っ
て

、
あ

と
は
保

明

親
王

や
慶

頼
王

の
よ
う

に
莞

去
し

て
、
自

然
章

明

に
廻

っ
て
く

る
僥

倖

を
、
定

方

や
兼
輔

は
期
待

し

た

で
あ

ろ
う

。

穏
子

を
除

け
ば

、
他

に
有

力

な
藤

原
氏

の
女
御

は

い
な

か

っ

た

の
で
あ

る
。六

「
人

の
親

の
」

の
和
歌

に

つ

い
て

前
章

に
引

い
た

「大

和
物

語
」

の
和
歌

に

は
、
そ

の
詠
歌

事
情

に
異
伝

が
あ

る
。

「
後

撰
集
」

雑
二

=

○
三
)
が
そ
れ

で
、
お

そ
ら

く
此

の
方

が
詠

歌
事

情
を

正
し

く
伝

え

て

い
る

と
思
わ

れ

る
。

そ

の
詞
書

は
、

天

福

本

太

政
大
臣

の
左
大

将

に
て
す
ま

ひ

の
か

へ
り
あ

る
し

・
侍
け

る
日
、
中

将

に
て

ま
か

り
て
、

こ
と
を

は
り

て
、

こ
れ
か

れ
ま

か
り
あ

か
れ
け

る

に
、
や
む

ご
と

な
き

人
二

三

人
許

と

・
め
て
、

ま
ら
う

と
あ

る
し

さ
け
あ

ま
た

・
ひ

の

・
ち
、

ゑ

ひ
に

の
り
て

こ
と
も

の
う

へ
な

と
申

し
け

る

つ

い
て

に

兼
輔

朝
臣

承

保

三

年

奥

書

本

太
政
大
臣
左
大
将
に
て
す
ま
ひ
の
か

へ

り
あ
る
し

・
は

へ
り
け
る
日
、
あ
る
し

hけ
シ

(
ホ
)

匿

に
仇
馨
h
ホ
)

の
こ
と
を
は
り
て
、
こ
れ
か
れ
ま
か
り

わ
か
れ
け
る
に
、
あ
る
し
も
ま
ら
う
と

も
こ
と
も
の
こ
ゑ
を
ゑ
ひ
の
つ
い
て
に

の
た
ま
ひ
け
れ
は

中
将
兼
輔
朝
臣

「
後

撰
集

」

の
う

ち
、

二
荒
山
本

、
片

仮
名

本

に
は
該
歌

の
部

分

は
無

く

、

堀
河
本

は
承

保

三
年
奥
書

本

に
ほ

ぼ
同
じ

(
校
異
参
照
)
。

定
家

本
系

は

天
福

本

に
ほ

ぼ
同
じ

。

「
兼
輔

集
」

で

は
、
西

本
願
寺

本

・
類
従

本

・
歌

仙
家

集
本

が

「
こ
の

か
な

し
き

な

ど
人

の

い
ふ
と

こ
ろ

に
て
」

(西
本
)と

い
う

詞
書

を

持

ち
、
前

引
の
歌
の
他
に

「子
の
た
め
に
の
こ
す
命
を
罰

で
な
お
い
て
さ
き
だ

つ
コ
掛

る
べ
く
」
が
並
記
さ
れ
て
い
る
。
桂
宮
本
は
二
首
は
別
々
の
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箇

所

に
あ
り

、

「
人

の
親

の
」

の
詞
書

は

「
大
和

物
語

」
を

要
約

し

た
如

く

で
あ

る
。

さ

て
、
天
福

本

と
承

保
三

年
奥
書

本

(
以
下
承
保
本
と
略
称
〉と

の
詞
書

を
比
較

し

て

み
る
と

、
天
福

本

の
方

が
独

自

の

こ
と
ば

が
多
く

、
具

体
的

で
あ

る

が

、
両
者

の
言
う

と

こ
ろ

は
同
じ

で
な

い
。

天
福

本

で
は

、
相
撲

の
還

饗

が
終

っ
て
後

、
や

ん

ご
と
な

き
客

の
二
三

人
が
居

残

っ
て
更

に
酒

を
飲

ん

だ

、
そ

の
席

で
酔

に
乗

っ
て
子
供

の
こ
と

を
話

し
た

、
そ

の

つ

い
で
に
詠

ん

だ
歌

と

い

い
、
承

保

本

で
は

、
還
饗

が

終

っ
て
、
皆

が
別

れ

る
時

に
、

主

人
も
客

人
も

子
供

の
声

を

酔

っ
た

つ
い
で

に
お

っ
し
や

ら
れ

た

の
で
詠

ん

だ
歌

だ
と

い
う
。

「
子
供

の
う

へ
な
ど
申

し

け

る

つ

い
で

に
」

(天
福
本
)と
あ

る

の

に
対

し

て

「
子
供

の
こ
ゑ
を

ゑ

い
の

つ
い
で

に

の
た
翫

ひ
け

れ
ば
」
(
承
保
本
〉
と
あ

る
。

天
福

本

で
は
兼

輔

が
自

分

の
子

の
う

へ
を
申

し

た

の
で
あ
り

、
承

保

本

で
は
主

人
或

い
は
客

が
子

供

の
声
を

ま

ね
て

の
た
も
う

た

の
で
あ

る
。

た

と
え
敬

語

に
拘

ら
な

く
と

も

、
単
な

る

「う

へ
」

と

「
こ
ゑ
」

の
誤

写

で

は
な

い
だ

ろ
う
。

伝

本

の
性
格

を
見

て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。

片

桐
洋

一
氏

に
よ

れ

ば
、

「
定
家

本

と
言

い
、

異
本

系

と
言

い
、

お
お

む

ね
は
校

訂
本

で
あ

っ
て
、
定

家

本
系

が
よ

り
清
書

本

的

で
あ

り
、
異

本

系

が
よ
り

草
稿

本
的

で
あ

る

こ
と
は
明

確
す

ぎ

る
ほ

ど
明
確

で
あ

る

が
、

だ

か
ら

と

い

っ
て
決

し

て
清

書
本

そ

の
ま

ま

で
も

な
く

草
稿

本

そ

の
も

の

で
も

な

い
。

…
…

と

は

い
う

も

の

の
、
以
上

の
考

察

か
ら

、
後

撰
集
成

立

の
背

景

や

ら
素

材

や
ら
成

立

の
過

程
や

ら
を

考
究
す

る

た

め
に

は
異
本

系

が
よ

り
適

当
」

で
あ

る

と
言

わ
れ

、
ま

た
問

題

の
歌

の
詞
書

に

つ
い
て
も

作

者
名

表

記

の
仕
方

に
関

連

し

て
、

「
承
保

三
年

本

で
は

『
中

将
兼
輔

朝

臣
』

と
、
兼

輔

の
最
高
官

位

で
は
な

く

て
そ

の
歌

が

よ
ま

れ
た
時

点

で
記

さ
れ

て

い
る
例

な

ど
も

、
原
資
料

の
詞
書

が
そ

の
ま

ま
作

者

名
表

記

に
移

行

し

た
と
考

え

て
の

み
説

明

が

つ
く

の
で
あ
る
」

と
も

言
わ

れ

て

い
る
。

承

保
三

年
奥
本

書

の

「後

撰
集

」

の
成
立

問
題

に
於

る
重
要

性

は
大
方

の

認

め

る
所

で
あ

る
。
そ

の
点

か
ら
も

「
人

の
親

の
」

の
歌

の
詠
歌

事
情

を

考

え

る
場
合

に
は

、
承
保

三
年

本

・
堀
河

本

の
詞
書

が
重
要

に
な
る

の

で

あ

る
。

そ

こ
で
、

承
保

三
年

本

に
拠

っ
て
詠
歌

の
場
を

復
元

し

て

み
よ
う

と
思
う

。

和
歌

だ
け

み
れ

ば
、
子

を
思
う

故

に
理

性
を
曇

ら

せ
て
し

ま
う

親
心

を

詠

ん

だ
も

の
と
解

し
う

る
。

だ
が
、

「
人

の
親

の
心

は
闇

に
あ

ら
ね

ど
も

子

を
思

ふ
道

に
ま

ど

ひ
ぬ
る

か
な
」

を
詠
歌

の
場

に
引

き
戻

し

て
み

る
と

別

の
面

が
見

え

て
く

る
。

夜

は
す

で
に
更

け

て
し

ま

っ
て

い
る
。
燭

台

の
光

が
暗

い
部
屋

を

照
ら

し

て

い
る
。

還
饗

に

つ
づ

い
て
居
残

っ
て

い
た
客

が
帰

ろ
う

と
す

る
。

や

む
ご

と
な
き
客

と

い
う

か
ら

垣
下

の
親
王

た
ち

で
あ

ろ
う

。

酒

に
酔

っ
た

忠
平

や
客

た
ち

が
お

ぼ

つ
か

な

い
足

ど
り

で
部
屋

か

ら
出
よ
う

と
し

て
、

子

供

の
話

の
名

残

り

で
あ

ろ
う

、
忠
平

や
客

は
我

が
児

の
幼

い
声

を
ま

ね

て
挨
拶

を
交

す
。
皆

が
興

が

っ
て
笑
う

。ー

さ

て
兼
輔

の
出

番

で
あ

る
。

「
大
将

殿

の
御
様

子

は

こ
の
よ
う

で
ご
ざ

い
ま
し

よ
う

。

ひ
と

の
親

の
心

は
や

み
に
あ

ら
ね

ど
も

子
を
思

う
道

に
ま

ど

ひ
ぬ
る

か
な
ー

」

闇

に
あ

ら
ね

ど
も

と
は
、

燭
台

の
光
を

言

い
、
そ

し
て
ま

た
聡

賢

で
あ

る

こ
と
を
匂

は

せ
て
軽

い
追
従

で
も

あ
ろ
う

。
ま

ど

い
ぬ

る
と

は
、
闇

だ

か
ら
道

に
惑
う

の
だ

が
、
酔

っ
て
足

許

の
お

ぼ

つ
か

な

い
様

を

現
わ
す

も

の

で
あ

ろ
う

。

「
大
和
物

語
」

で
は

「
ま

よ

ひ
ぬ
る

か
な
」

と
あ

る

が
、

こ
れ

だ
と

、
実
際

忠
平

た
ち
が
間

違

っ
た
廊

下
を

通

ろ
う

と
し

た

の
か
も
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し

れ

な

い
。

「
ま
ど

ふ
」

で
も

同
じ

だ

が
。

こ
の
歌

は

フ
ラ

フ
ラ
し

な

が
ら
子
供

の
声
色
を

使
う

忠
平

た

ち
を

ひ
や

か
し

た
誹
譜

歌

と
し

て
詠

ま
れ

た
も

の

で
あ
ろ
う

。

こ
と

ば
か

ら
受
け

る

深

刻
な

印
象

と
実

際

の
忠
平

た

ち

の
姿

と

の
落

差
か

ら
く

る
お

か
し

み
が

そ

の
場

の
人

に

は
喜

ば
れ

た
も

の
と
思

う
。

た
と

え
定
家

本

に
依

っ
て
も

、
あ

る

い
は
承
保

三
年

本

で
も

別
れ

る
時

で

な
く

酒
席

で

の

こ
と

だ
と

し

て
も
、

忠
平

ら
や

ん

ご
と
な

き
人

が
居

る

席

で
、
し

か
も

酔
席

で
の

こ
と

で
あ

っ
て

み
れ
ば

、
自

分

の
子

供
達

に
対

す

る
懐

い
の
直

接

の
吐
露

で
あ

る

と
考

え
る

よ
り

は
、

そ

の
席

の
雰

囲
気

を

と
ら
え

て

の
詠

と
考

え
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

も

ち
ろ

ん
、
兼

輔

に
子

へ

の
愛

故

に
惑
う
事

が
無

か

っ
た
と

い
う

の

で
は
な

い
。

た
だ

こ

の
歌

が
、

兼
輔

個
人

の
真
情

の
吐
露

と
し

て
詠

ま

れ
た

の
で

は
な

い
で
あ

ろ
う

、
少

く
・」
も

先

に
述

べ
た

よ
う

な
事
情

を

考
え

る
余

地

が
あ
る

と
、
言

い
た
か

っ
た

の
で

あ
る
。

「大

和
物

語
」

で
は
前

述

の
如
く

、
帝

に
奉

っ
た
歌

と
す

る

が
、

い
つ

れ
が

正
し

い
の
か
、
あ

る

い
は
前

で
あ
り
後

で
あ

る

の
か

、
確

か
に

は

で

き

な

い
。
歴

史
的

事
実

に
於

る
信

愚
性

と

い
う

こ
と

で
は

、
五
十

歩
百

歩

だ
が
、

「
後

撰
集

」

の
方

が
五
十

歩

は
勝

る
で
あ

ろ
う

。
同

じ
歌

を

二
度

使

用
し

た

と
し

て
も
、

帝

に
奉

っ
た
歌

を
忠

平
邸

で
再

び
使

用
す

る

こ
と

は
な

い
だ
ろ
う

。

二
度

用

い
た

と
す

れ
ば

、
忠
平

邸

で

の
詠

が
先

で
あ

る

と
思

わ

れ
る

。
従

っ
て
、
前

章

で

「
大

和
物

語
」

を
引

い
て
、
桑

子
入

内

の
頃

の
兼

輔

の
心

境

に
言

い
及

ん
だ

が
、
そ

れ

は
便
宣

的

に
使

用

し

た
の

で
あ

っ
て
、

必
ず

と
も

「
大

和
物

語
」

に
拘

る
も

の
で
は
な

い
こ
と
を
申

し
添

え

て
お

か
ね

ば
な

ら
な

い
。

た

と
え

「
大
和
物

語

」

の
記

事

は
無

く

と
も

、
兼

輔

の
章

明

に
対

す

る
期
待

は
想
像

し
う

る

の
で
あ

る
。

一
つ
の
和
歌

の
詠
歌
事

情

に
か
く

も
拘

わ

る

の
は
、

こ
の
和
歌

が
兼

輔

の
代

表
歌

(
確
か
に
そ
、つ
で
あ
る
)
と
し

て
扱
わ

れ

て
お
り

、
し

か
も

こ

の
歌

に

依

っ
て
人
情
味

豊

か
な
兼

輔
像

が
描

か
れ

て

い
る
か

ら
で
あ

る
。

こ
の
歌

は

「
源

氏
物
語

」

に
何
度

も
引

か
れ

、
そ

れ
が
親

の
愛
情

を
叙

る
場

面

に

用

い
ら

れ
て

い
る
故

に
、

一
層
印

象
的

で
あ

る

が
、

た
と
え
紫

式
部

が
ど

の
よ

う

に
解

釈

し
よ
う

と
も

、

そ
れ

は
兼
輔

の
関

り
知

ら
ぬ
事

で
あ

る

。

兼
輔

に

つ
い
て
述

べ
る
時

に
は
紫

式
部

や

「
源
氏
物

語
」

を
引

き
あ

い
に

出
す

べ
き

で

は
な

い
と
考

え
る
。

和
歌

に
よ

る
、

そ
れ
も

詠
歌

事
情

の
曖

昧
な

歌

に
よ
る
記

述

が

い
か
に
危
う

い
も

の
か
、

心
し

て
お

か
な
け

れ

ば

な
ら

ぬ

こ
と

で
あ

ろ
う

。
あ

え

て
奇

矯

な
解
釈

を

示
し

た

の
は
そ

の
為

で

あ

る

。

七

醒
醐
天
皇
崩
御

延
長

時
代

に
比

べ
て
、
天
皇

の
崩

ず

る
延
長

八
年

か
ら
兼

輔

の
莞
ず

る

承

平

三
年
ま

で

の
数

年

は
、
兼

輔

に
と

っ
て
愉

快
な
歳

月

で
は

な
か

っ
た

で
あ
ろ
う

。

政
治

社
会
的

地
位

は
不

安

で
あ
り

、
死

の
影

は
周
囲

を
押

し

包

ん

で

い
た

。

延
長

八
年

二
月

二
十
八

日
、
敦

慶
親

王

が
莞

じ
た

(第
四
章
)。

故
親
王

の

一
周
忌

も
果

て

ぬ
九
月

二
十

九

日
、
醍
醐

天
皇

が
崩

御

さ
れ

た

。

「
日
本
紀

略
」

「
扶
桑

略
記

」

「
吏
部

王
記

」
等

に
拠

り
そ

の
経

過

を
見

よ
う

。

そ

の
年

延
長

八
年

は
昨
年

に
続

い
て
春

か
ら
疫
病

が
流

行

し
、

六
月

に

は
雨

降
ら
ず

、

人

々
は
苦

し
ん

で

い
た
。
六

月

二
十
六

日
、
請

雨

の
事
を

議
し

て

い
た
清
涼

殿

を
突
然

雷
雨

が
襲

い
、

雷

は
清
涼
殿

を
損

ち

、
藤

原

清
貫

・
平
希

世
等

を
殺

傷
し

た
。

こ
の
因
縁

め

い
た
惨
事

に
天
皇

は
不
豫
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と
な

り
、
悪

霊
を

拭
う

為

に
天

台
座
主

尊
意

を

殿
上

に
候

せ
し

み

た
。
七

月
十

五

日
に
至

り
天
皇

は
咳

病

を
併

発
さ

れ

た
。
八

月
二

十
五

日
定
方

は

天
台
山

に
金

剛
般

若
経

を
読

諦

せ
し

め

て
病

の
平

癒

を
祈

念
し

た

が
、
快

方

に
は
向

わ
な

か

っ
た
。

九
月

二
十

二

日
遂

に
皇

位
を

退

き
、

八
歳

の
寛

明
太
子

に
譲

位
し

た
。

天
皇

の
伯

父

で
あ

る

こ
と

に
よ

っ
て
右
大

臣

ま

で
昇
り

え

た
定

方

に
と

っ
て
、

退
位

は
朝

廷

に
於

る
立

場

を
実

質
的

に
は
失
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

暗
澹

た
る
思

い
の
中

で
、
定

方

は
兼
輔

に
詠

み
贈
る
。

先
帝

お
り

ゐ

さ
せ

た
ま

へ
る

に
、

三
条

の
大

臣
、

か
は
り

な

む
よ

に
は
如

何

で

か
す

ま

ふ

べ
き

お

も

ひ
や
れ

ど
も

ゆ

か
ぬ

こ

ゝ
ろ
を

定
方

の
悲
嘆

に
対

し

、
定
方

と

の
縁
故

に
よ

っ
て
中
納

言

に
昇

っ
た
兼

輔

は
ま
た
為

す
術

も

な
く

、
病

床

の
醍
醐

上
皇

の
御

命

の
少

し

で
も

永

く
保

つ
こ
と

を
願
う

ば

か
り

で
あ

る
。

そ
う

す

れ
ば

、
菊

の
花

が

一
度

移

ろ

っ

て
再

び
時

に
合

う

如
く

に
ー

と
、
定

方

へ
の
返
し

に
言
う

、

あ

き

ふ
か
き

い
ろ

か

は
る

と
も
き

く

の

は
な

き

み

が
よ
は

ひ

の
ち
よ

し

と
ま

ら
ば

(兼
輔
集

=

一
)

九
月

二
十

七

日
、
麗
景

殿

に
移

っ
て

い
た
上
皇

は
朱

雀
院

に
遷

ろ
う

と

し

て
堪

え
得
ず

、

右
大

将
定

方

の
曹

司

に
仮
遷

し

た
。

二

十
八

日
、
病

は

危
篤

状
態

に
陥

り

、
上
皇

は
皇
子

章

明

・
靖

子

・
英
子

を
親

王

に
為
す
宣

旨
を

下

し
た
。

丑

刻
病
大

漸

、
定

方

は
詔

を
奉

り
蔵

人
所
を

し

て
七
箇
寺

に
認

諦

せ
し

め
た

。
巳

刻
、

三
帰

戒
を

受

け
る

由
を
宇

多
法

皇

に
奉
申

、

日
晩

れ

て
法
皇

臨

御
、

暁

に
受
戒

、

二
十

九

日
午
四

刻
、
崩

御
。

醍

醐

天
皇

が
退

位
し

た
時

、
変

っ
て
し
ま

う

で
あ
ろ
う

世

に

(

「
か
は
り
な
む

よ
」
は
、御
代
が
替
る
こ
と
と
、世
情
が
変
る
こ
と
と
を
共
に
現
わ
す
の
で
あ
ろ
う
)
ど
う
し

て
住

む
事

が
で
き

よ
う

か

と
嘆

き
悲

し

ん
だ
定

方

に
も
、

思

ひ
を
遣

ろ
う

と
す

る
気

持

だ
け

は
残

っ
て

い
た
。

し
か

し
、

上
皇

の
崩

ぜ
ら

れ
た

い
ま

、
全

て

の

希
望

は
絶
え

た
。

か
く

て
み

か
ど
九

月
廿
九

日

か
く
れ

さ

せ
給

ひ
け
る

を
な

げ
き

て
、
中
納

言
兼

輔

の
も

と
に

い
ひ

つ
か

は
し
給

へ
る

人

の
よ

の
お
も

ひ

に
か
な

ふ
も

の
な
ら

ば

わ
が

み
は

き

み
に
を
く

れ
ま

し

や
は

(三
条
右
大
臣
集
)

章

明

に
親

王

の
宣

下

の
あ

っ
た
事

が
僅

か

に
慰
め

で
あ

っ
た
ろ
う

か
。

し

か
し

、
兼

輔

が
詔
を

伝
え

た
と

い
う

貫

之

の

「
新

撰
和

歌
」

撰
進

の

こ

と
は
無

益

に
な

っ
て
し

ま

っ
た
。
若

し
醍

醐

天
皇

が
位

に
在

っ
て
、

無
事

貫

之

が
奉
進

し
え

て

い
た
な

ら
ば

、
撰
進

の
発
意

が
天
皇

に
在

っ
た
に

せ

よ

兼
輔

・
貫

之

の
側

に
在

っ
た

に
せ
よ

、
兼
輔

は
是

を
自

分

に
有

利

な
よ

う

に
用

い
た
で
あ

ろ
う

。
利

用
し

え
た
故

に
貫

之

に
も
何

ら

か

の
援

助
を

し

た

か
も
し

れ
な

い
。

し

か
し
、
上
皇

の
崩
ず

る
前

後
、
兼

輔

に

は
土
佐

の
貫
之

を
思
う

余
裕

は

な
か

っ
た

で
あ
ろ
う

。

そ

の
こ
と

は
誰

よ
り

も
貫

之

が
知

っ
て

い
た
筈

で
あ
る
。

兼
輔

は
定

方

の
庇

護

の
許

に
あ

り
、
定

方

は
天
皇

の
伯

父

で
あ

る
故

に
、
貫
之

は
兼

輔

に
近
付

い
た
に
違

い
な

い
か

ら

で
あ

る
。

十
月

十

日
、
上
皇

は
宇

治

山
科

の
山
陵

に
葬

ら
れ

た
。
定

方

は
朱
雀

新

帝

と
共

に
御

輿

に
従

っ
た
。

こ

の
葬

送

の
事

の
奉

行

は
定
方

で
あ

っ
た
と

「吏

部

王
記

」

か
ら
は
察

せ
ら
れ

る
。
山

科

に
埋
葬

し

て
後

の
こ
と

で
あ

ろ
う

、
定
方

は
兼

輔

に
歌
を

送

っ
て

い
る
。

は
か
な

く

て
よ

に
ふ
る
よ

り

は
山
し

な

の

宮

の
草
木

と

な
ら

ま
し

も

の
を

定
方

が
宮

の
草
木

と
な

っ
て
し

ま
う

な
ら

、

一
体

兼
輔

は

ど
う

し

た

ら
よ
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い
と

い
う

の
か
、
定

方

の
後
楯

に
よ

っ
て
生

き

て
来

た
の

に
ー

と
兼
輔

は
言
う

。
や
ま

し
な

の
み
や

の
く

さ
き

と
き

み
な

ら
ば

わ
れ

も
し

つ
く

に
ぬ
る

ば
か

り
な

り

(兼
輔
集

=

七
・
=

八
)

年

明
け

て

正
月

一
日

、
定
方

は

何
度

目

か

の
歌

を
兼
輔

に
送

る
。

い
た
づ

ら

に
け

ふ
や
く

れ
な

ば
あ

た

ら
し
き

と
し

の
は
じ

め
は

む

か
し
な

が
ら

に

返

し

な
く

な

み
だ

ふ
り

に
し

と

こ
の

こ
ろ
も

で

は

あ

ら
た

ま
れ

ど
も

か

は
ら
ざ

り
け

り

(兼
輔
集

=

四
・
=

五
)

常

の
如

く
春

は
来

、

春

は
逝

こ
う

と
す

る
。
皇

々
と
し

て
過
し

て
来

た

が

、
気
付

い
て

み
れ
ば

既

に
三
月

も
晦

日

で
あ

っ
た

。

三
月

さ
く

ら

三

条
大

臣

さ

く
ら

ち

る
は

る

の
く

れ

に
は
な

り

に
け
り

あ

や
め

も
し

ら

ぬ
な

が
め

せ
し
ま

に

返
し

は
る

ふ
か
く

ち
り

か

ふ
は
な

を

か
ず

に
し

て

と
り
あ

へ
ぬ
も

の
は
な

み
だ
な
り

け

り

(兼
輔
集

=

九

・
一
二
○
)

「
兼

輔
集

」

「
三
条

右
大

臣
集

」

「
後
撰

集
」

に
残

る

こ
れ

ら

の
贈
答

歌

は

、
支
え

を
失

っ
た
定
方

・
兼

輔

の
悲

嘆
を

よ
く
伝

え

て

い
る
。

お
そ

ら
く
定

方

の
方

が
悲
し

み
は
よ

り
深

か

っ
た

で
あ
ろ
う

こ
と
は

、
そ

の
歌

い
振

り

か
ら
も
感

じ

と
れ

る

が
、
常

に
定

方

か
ら
兼
輔

に
ま
ず
歌

が
贈

ら

れ
る

と

い
う

贈
答

の
順

に
も
そ

れ

は
顕
わ

れ

て

い
る

。

初

め

の
頃

は
、
定
方

の
歌

に
密

着

し

て
定
方

の
気
持

を
慰

め
引

き
立

た

せ
よ
う

と
す

る
歌

い
振
り

が
、
兼

輔

の
歌

に

は
あ

る
。
そ

れ
が
後

二
首

、

「
な

く
涙
」

「
春
深

く
」

に

は
共

に
涙

の
乾

か
な

い

こ
と
を
詠

ん

で

い
る

が
、

定
方

の
贈

歌

へ
の
対

応
度

は
薄

い
。
も

と

も
と

定
方

の
歌

は
具

体
的

な
返
事

を
期

待

し

て
と

い
う

よ

り
は

一
方
的

な
悲

し

み

の
表
白

に
近

い
。

そ
れ

で
も
自

分

の
悲

し

み
を
分

か
ち
あ

え

る

の
は
兼

輔

だ
と
思

っ
て

い
た

の

で
あ
ろ
う

。

し

か
し
、

半
年

の
月

日

は
二
人

の
心

を
そ

れ
ぞ

れ

の
思

い

に
沈

め

て

い

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
定

方
も

承
平

二
年

八
月

四

日
莞
去

し
た

。
五

八
歳

。
心

弱

り
が
死

を
早

め

た

の
で
あ

ろ
う

。
若

い
頃

の
遊

猟

で

の
殺

生

の
報

を
恐

れ

、
写
経

せ

ん
と
し

て
遂

げ
ず

、
臨

純

の
床

に
あ

っ
て
そ

の
宿

願
を
後

人

に
託

し

て

死

ん
だ

(勧
修
寺
文
書
)。
歌
反

古

が
残
ら

な

か

っ
た

の
か
、
詠

ま
な

か

っ
た
の

か
、
兼

輔

の
定

方
発

去

に
関

わ

る
和
歌

は
な

い
。

八

忠
平
摂
政

醍

醐

天
皇

は
退
位

に
臨

ん

で
、
忠

平

に
幼

主

を
保

輔
し

て
政

事
を

摂
行

す

べ
き
旨

の
詔
を
発

し

た

(紀
略
)
。

詔

は
無

く

と
も

、

い
つ
れ

そ
う

な

っ

て

い
た

で
あ

ろ
う

、
朱
雀

新
帝

は
八

歳

で
あ

っ
た
。

醍

醐

天
皇

の
退
位

と
崩

御

が
突
然

の
事

で
あ

っ
た

の
で
、
人

々
の
動
揺

は
大

き

か

っ
た

の
で
あ

ろ
う
。
新

朝

廷

へ
の
思
惑

も

あ

っ
て

か
、
大

事

た

る

山
陵

埋
葬

の
事

に
欠
礼

が
相

次

い
だ
。

重
明

親
王

の

「吏

部

王
記

」
延

長

八
年

十
月
十

一
日
条

(西
官
記
引
)
に
そ

の
有

様

が
記

さ
れ

て

い
る
。

右
衛

門
尉

阿

刀
常
基

復

土
、
先

例
用

一納
言

以
上

4
而

山
作

所
行
事

中

納

言
兼
輔

・
治
部
卿

當
幹

辞

レ
病

。
中
宮

大
夫

伊
望

・
弾

正
大

弼

公
頼

可
二
奉
仕

「
而
不

レ
坤

倣
障

篇

逃

。
故
常

基
奉
仕
。
凡
山
陵
事
多
二
閾

禮

」

初
穿
二
陵
地
一事
、
先
例
用

一四
位
」
而
大
夫
不

奉

仕
」
冷

う殺
夫

一奉

詫

開

閣
御

墳

一事

、
用

二
木

工
頭
」
而
辞
レ
病
。
故

助
常

生

奉

壮

之
噌
,・,・,
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右
中

将
英

明
持
二
幡
端

一
先
例

孝
子

執
レ
之
。
而

行
事

所
不
レ
令
こ
告
知

」

故

失

之
。

山
作

所
行

事

の
兼
輔

が
当

日
居
な

か

っ
た

の
で
あ

る
。

病
と

い
う

が
、

當
幹

、
伊

望
、

公
頼
等

も

「
辞
病

」

「
篇
逃
」

と
あ

る

か
ら

に
は
、
兼

輔

も
実
際

に
病

気

で
あ

っ
た
か
ど
う

か
は
疑

わ
し

い
。
何

故

に

か
く

も
欠

礼

が
重

な

っ
た

の
か
、

正
確

に

は
判

ら
な

い
が
、

お
そ

ら
く

忠
平

と

は
血
縁

も
姻
戚

関

係
も

な
か

っ
た
故

上
皇

の

こ
と

故

に
、
礼

を
欠

い
て
も

偉

る
必

要

が
な

い
と
思

わ
れ

た

の
だ
ろ
う

。

山
陵

の
事

に
関
す

る
記

事

に
は

「
左

大

臣
」

の
文
字

は
見

え
な

い
。

醍

醐
先
帝

の

一
周

忌
を
修

す

べ
く
醍

醐

寺

の
修
築

に

か
か

っ
た

が
、

工

事

は
資

材

不
足

で
な

か
な

か
進

捗
し

な

か

っ
た
。
材
木

等

を
採
進

す

べ
き

由

の
官

符

を
諸
国

に
下
し

た

が
、
承
平

元
年

六

月
末

(
延
長
九
年
四
月
改
元
)
に

至

っ
て
も

形
勢

は
未

だ

一
定

せ
ず

、

延
滞
甚

し
く

、
諸

国

は
皆
不

堪
を

称

え
、

材
木

を
採
進

し

な

か

っ
た
と

い
う

(醍
醐
寺
雑
事
記
)
。
当
時

確

か
に
諸

国

は
疲

幣

し

て
は

い
た
。

だ

が
朝

廷

が
そ

の
気

に
な

れ
ば

、

一
寺

の
修

築

の
材
木

の
調

達

に
手
間

ど

る
は
ず

は

な

い
。
忠

平

の
意

が
先

帝

に
あ

れ
ば

受

領

は
競

っ
て
材
木

を
採
進

し

た

で
あ

ろ
う

。

こ

こ
に
も
新

朝

廷

が
先

帝

の

こ
と

に
熱

心

で
は

な

か

っ
た

と
察

せ
ら

れ
る
。

定
方

が

予
感

し
た

と
お

り
世

は
変

っ
て
し
ま

っ
た

の
で
あ

る
。

前
章

に
見

た
如

く

、
兼
輔

は
定
方

に
応

え

て
悲
し

み

の
歌

を

詠
ん

で

い

る
。

そ

の
悲

し

み
は

悲
し

み
と

し

て
、
現

実

に
は
ま

た
現

実
的

に
対

処
し

な
け

れ
ば

な
ら

な

い
。
定

方

が
荘
然

自
失

し

、
権
力

が
忠

平

に
集

中

し

て

し
ま

っ
た

以
上

、
も

は
や
定

方

の
み
を
頼

っ
て
は

い
ら
れ

な

い
。
天
皇

崩

御

の
頃

に
定

方
を

励

ま
す

よ
う

な
歌

い
振

り

で
あ

っ
た

の
は
、
定
方

の
動

向

が
直

接

に
兼
輔

に
影
響
す

る

か
ら

で
あ

り

、
年
を

越
え

て

の
歌

が
も

は

や
定

方

の
立

ち
直

り
を
期

待

し
な

く
な

っ
て

い
る

の
は
、
定

方

に
よ

る
政

治
的
社

会
的

庇

護
を
実

質
的

に
断

念
し

た

か
ら

で
あ
ろ
う

。

も

ち
ろ

ん
先

の
贈
答

歌

に
は

た
し

か

に
悲
哀

の
感
情

も
あ

る
。

定
方

が
そ

の
権

威

の
支

え

で
あ

る

天
皇
を

失

っ
た

か
ら

と

い

っ
て
、

兼
輔

と
定

方

と

の
関

係

が

、

突

然
消

失
し

た

と

い
う

の
で
も
な

い
。

二
重

三
重

の
姻

戚
関

係

で
結

ば
れ

て
も

お
り

、
親
交

は
続

く
。

だ
が
、
政

治
社

会
的

な
面

で

の
庇
護

と

い
う

点

で
は
、
兼

輔

は
定
方

を
見

限
り

、
定
方

も

も

は
や
無
力

な

こ
と

を
自

覚

し
た
も

の
と
思

わ
れ

る
。

延
長

八
年

十

二
月
兼

輔

は
右
衛

門
督

を
兼

任
し

た
。
中

納

言

に
な

っ
て

以
来
初

め

て

の
兼

官

で
あ

る
。
そ

し

て

こ
の
頃

か
ら
忠
平

に
接

近

し
て

い

っ
た

ち
し
く

、

「
貞
信

公
記
」

に
兼
輔

の
名

が
急

に
多

く
見

え
る

よ
う

に

な
る
。

延
長

五
年
中

納

言

に
な

っ
て
よ

り
、
記

録
類

に
兼

輔

の
名

は
見

え

な
か

っ
た
。

そ

の
前

後

に

は
散

見
す

る

か
ら

、
偶

然

で

は
な
く

、
意

味

の

有

る
空

白

で
あ

ろ
う

。

醍
醐

天
皇

在
位
中

は

、
章

明

の
祖

父

で
あ

る
兼
輔

は
忠
平

に

と

っ
て
決
し

て
快

い
存
在

で
は
な

か

っ
た
で
あ

ろ
う

。
保

明
親

王

、
慶
頼

王

と
東
宮

を

失

っ
て

い
る
忠
平

に

は
定
方

の
曾

孫

で
も
あ

る
章

明
は
疎

ま
し

か

っ
た

に
ち

が

い
な

い
。

そ
れ
故

、
天
皇

存

命
中

は
兼

輔

に

実

力
を

与
え

て

は
な
ら

な

か

っ
た

の

で
あ

ろ
う

。
中

納
言

と
し

て

の
職
務

も

ほ

と
ん

ど
藤
原

恒
佐

が
行

っ
て

い
る
。

天
皇

が
崩

じ

て
定
方

と
兼

輔

が

無

力

に
な

っ
た
時

、
兼

輔

は
初

め

て
右
衛

門
督

を
兼

ね
え

た

の
で
あ

る
。

そ

れ

は
忠
平

と
兼
輔

の
隠
微

な
葛
藤

の
終

り

で
も
あ

っ
た
ろ
う

。

既

に
忠
平

独
裁

体
制

が
確

立
し

、
自
分

は
権

力

の
中

枢

か
ら

脱
落

し

て

し

ま

っ
た
以

上
、

次
ぎ

に

は
子

息
達

の
将

来
を

心
配

し

て
お

か
ね
ば

な
ら

な

い
。

頼

る
相
手

は
定

方

で
は
な

く
、
忠

平

で
あ

る
。

承
平

二
年

七
月

二
十

五

日
、
定
方

を
介

し

て
、
兼

輔

は
子
供
達

の
名

簿
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を
忠

平

に
遣

し

た
。

右
葎

使
二右
錘

・息
子
等
名
黄

と
忠

平

は

「貞

信

公
記

」

に
記

し

て

い
る
。

定
方

の
死
ぬ
旬

日
前

の
こ
と

で
あ

る
。

定
方

に
し

て

み
れ

ば
孫
達

へ
の
心

尽
し

で
も

あ

っ
た

ろ
う
。

嘗

っ
て
は
躬

恒

が
貫

之
を

介
し

て
兼
輔

の
許

に
名

簿

を
差

し
出

し

た
も

の
で

あ

っ
た
。

勧
修

寺
家

の
繁

栄

が

醍
醐

天
皇

の
存

在

に
よ

っ
て

の
み
在
り

え

た

の
で
あ

り
、

兼
輔

の
栄

進

は
定

方

と

の
結

び

つ
き

に
依

っ
て
果

し
え

た

の
で
あ

っ
て

み
れ

ば
、

そ
れ

は

や
む
を

え

ぬ
成

行

で
あ

ろ
う

。

九

母
の
死

事

は
前
後

す

る

が
、
兼

輔

の
母
親

の
死

に

つ

い
て
述

べ
る
。

み

か
ど

の
御

ぷ
く

に

お
や

の
を

か

さ
ね

て
し

て
、

貫
之

が
き

た
り

け

る
に
よ

み
て
や

り
け

る

、

ひ
と

へ
だ

に
き

る

は
わ

び
し
き

ふ
ち

ご
ろ
も

か
さ
な

る
秋

を

お
も

ひ

や
ら

な
ん

(兼
輔
集
一
二
一
)

と

こ
ろ

が
、

こ

の
歌

は

「
貫
之
集

」

に
も

あ

っ
て
、

延
長

八
年

九
月

、
京

極

の
中

納
言

諒
闇

の
あ

ひ
だ

に
母

の
服

に
て

ひ
と

へ
だ

に

と
よ

み

て
、
土

佐

の
国

に
あ

る
あ

ひ
だ

に
送

ら

れ

た
る
返

し

藤

衣

か

さ

ぬ
る
思

ひ
思

ひ
や
る

心

は
今

日
も

や
す

ま
ざ

り
け

り

と
あ

り
、

更

に
西
脇

家

蔵

切

で
は
、

か

の
中

納
言

の
御
女

の
御

息
所

一
つ
だ

に

と
て
土

佐

に
た

ま

へ
る
御

返

り

ご
と

に

藤

衣

と
あ

っ
て
、

三
者

詞
書

が
異

っ
て

い
る

。
兼
輔

が
わ

ざ
わ

ざ
土
佐

ま

で

歌

を

送

っ
た
と

は
考

え
難

く
、

貫
之

が
上
京

し

て
兼

輔
邸

を
訪

れ

た
折

の
事

で
あ
ろ
う

。

「
貫

之
集

」

で

「
土
佐

の
国

に
あ

る
あ

ひ
だ
に
」

と

い
う

の

は

、
土
佐

守
在

任
中

に

と
解
し
う

る
で
あ

ろ
う

。
仮

に
土
佐

ま

で
送

っ
た

と
し

て
も

、
必

ず

や
初

め
に
貫

之

か
ら

の
便

が
あ

っ
て

の
事

で
あ

ろ
う

。

西
脇
家

蔵

切

は
桑

子

の
詠

と

い
う

が
、
何
故

桑

子

が
貫
之

に

土
佐

ま

で
歌

を
送

る
か

理
由

が
分

ら
な

い
。

さ

て
、
帝

の
御

服

は
延
長

八
年

九
月

二
十

九

日
か

ら
翌
年

承

平
元

年
九

月

ま

で
で
あ

る
。

「
帝

の
御

服

に
親

の
を
重

ね

て
し

て
」

「
諒

闇

の
間

に

母

の
服

に

て
」

と

い
う

言

い
方

は
、
諒
闇

の
方

が
前

に
始
ま

っ
た
と
考

え

ら

れ

る
。
ま

た

「兼

輔
集

」

(五
三
)
に
は

「
は

づ
き

ば
か

り

に
親

の
お
も

ひ

に
て
」

と

い
う

詞
書

を
持

つ
歌

が
あ

る
。

こ
の
八
月

を

延
長

八
年

と
す

る

と

、
九

月

の
天
皇
崩

御

以
前

と
な

り
、
し

か
も

十
月

の
山
陵

埋
葬

で

は
山

作
所

行
事

を
勤

め

て
お

り
、
何

よ
り

和
歌

で

「
か
さ

な

る
秋
」

と

い
う

に

は
崩

御

が
九
月

二
十

九

日
だ

か
ら
贈
答

の
時

間
的

余

裕

が
な
く

、

八
月

は

承
平

元
年

(
延
長
九
年
)
の
八

月

で
あ

ろ
う

。

母

の
喪

に
服
す

る
為

に
、
兼
輔

は

官
を
辞

し

て

い
る
。

「
西
宮

記

」
公

卿
著
座
事

に
言
う

。

承
平

元
年

九
月

十
六

日
庚
子

、
中

納
言

兼
輔

参
二
左
侯

」
復
任

之
後

未

二

著

座
一

復

任
と
あ

る

か
ら

に
は

一
度

の
辞
官

が
あ

っ
た

の

で
あ

る
。

こ

の
点

か

ら
八
月

が

延
長
八

年

で
な

い
こ
と

は
明

ら

か
で
あ

る
。
親

の
喪

は
令

の
規

定

で

は
十
二

月

だ
が
、

「
西
宮

記
」
復
任
事

な

ど

に
拠

れ

ば
、

四
十

九

日

を

過
ぎ

れ

ば
お
お

か

た
は
復
任

し

た
よ
う

で
あ

り

、
四
十

九

日

に
満

た
ぬ

内

に
復

任
す

る
例
も

あ

る
。
兼

輔

が
四
十

九

日
を
過

し

た
と
す

れ

ば
、
九
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月
上
旬

に
復

任

し
た

と
し

て
、
喪

に
入
る

の
は
七
月

で
あ

る
。
管

見

に
よ

れ
ば

、
五

月
二

十
九

日
直
物

を

奉
行

し

て

(
貞
信
公
記
)
よ

り
以
後

、

右

の
九

月
十

六

日
の
記
事

ま

で
記

録
類

に
そ

の
名

を
見

な

い
。
従

っ
て
六
月

に
辞

官

の
可

能

性
も
あ

る

が
、

「
は
づ
き

ば

か
り

に
」

と

い
う

の
を

重
視

す

れ

ば
、

六
月

で

は
中

途

半
端

な
永

さ

に
な

る
。

以
上

要
す

る

に
、

母
親

の
死

は
承

平
元

年

七
月
頃

で

、
兼
輔

は

お
そ
ら

く
四

十
九

日
を

過
ぎ

た
九

月
上
旬

に
復
任

し

た

の
で
あ

ろ
う
。

服
喪

中

は
人

と

の
交
渉

も
稀

で
あ

っ
た
よ
う

だ

が
、
家

集

に
は
な

お

二

三

の
そ

の
頃

の
贈
答

歌

が
伝
え

ら

れ
て

い
る
。

お
も

ひ
に

は

べ
し

を
、

し

ば
ぐ

と

ぷ
ら

ひ

は
べ
し

人

に
、
か
く

さ

ふ
な

ん
な

ぐ

さ
む

ご

・
ち

す

る
、
と

い
ひ
や

り
た
り

し

か
ば
、

と

ふ
人

の

と

ふ
ご

と
に
な

ぐ

さ

の
は
ま

の
な
ぐ

さ
ま

ば

浪

の
よ

る

ひ
る
あ

ら
じ

と
そ
思

ふ

か

へ
し

白
波

の
よ

る
　

ご
と

に
な
ぐ

さ
ま

ば

袖

の

ひ
る
ま

は
我
も

し

り
な

ん

(兼
輔
集
五
四

・
五
五
)

詞
書

「
か
く

さ

ふ
」

は
歌

か
ら
し

て

「
か
く

と

ふ
」

で
は

な

い
か
と
思

う

が
、

「
か
く

ご

赴
な

ん
な
ぐ

さ

む

ご

・
ち
す

る
」

と

い
う

こ
と

ば
は

、

母
を

失

っ
た
兼

輔

の
寂

し
さ
を

窺

わ

せ
る
。
相

手

ば
兼
輔

或

い
は
母

伴
氏

の
血

縁

の
者

で
あ

ろ
う

か
。

他

に
も

山
寺

に
籠

っ
た
と

い
う

詞
書

の
歌
も

あ

る

が
、
同

じ
歌

が

「
古

今
集

」
(
八
四
四
)に
似

た
事

情

の
詞
書

で
読
人

し
ら
ず

で
採
ら

れ

て
お
り

、
家

集

(
類
従
本
一
○
○
〉
に
伝

え
る
和

歌

詞
書

が
事
実

兼
輔

に
関

る
も

の
か
ど
う

か

は
不

明

で
あ

る
。

四

十
九

日
が
過

ぎ

て
喪

服

を
脱

い
だ
。
そ

れ
を

聞

い
て
あ

る
人

が
言

っ

て
来

た
。
い
ま

は
と

て
お
し

き
な

が
ら

も

ふ
ち

ご
ろ
も

ぬ
ぎ
す

て

ゝ
け

る

こ
と

の
わ

び
し

さ

そ

の
返
し

に
兼
輔

は
、

「
古
今

集
」

哀
傷
」八
四
一)忠

山今
が
父

の
お
も

ひ
の
時

詠
ん

だ
と

い
う

「藤

衣

は

つ
る
る
糸

は
わ

び
人

の
涙

の
玉

の
緒

と

そ
な

り

け

る
」

を
踏

ま
え

て
、

詠
う

、

ふ
ち

ご
ろ
も
う

き

を

か
ぎ
り

に
は

つ
れ

つ

、

な

み

だ

の
た
ま
を

ぬ
く

そ
か

な
し
き

(兼
輔
集
一
○
八

二

○
九
).

醍
醐

天
皇

を
失

い
、

今
ま

た
母
親

を
失

っ
た
兼
輔

は
廓

然

た
る
思

い
の

中

に
再

び
朝

廷

に
出
仕
す

る

こ
と

に
な

る
。

「
○

死

承

平
二
年

十

二
月
二

十
五

日
、
荷
前

山

階
山

陵
使

を
命

ぜ
ら

れ

て

い
た

兼

輔

は
、
病

を
発

し

て
陵

に
は
赴

か
ず

、

粟

田
山

口
の
自

邸

へ
帰

っ
た

(貞

信
公
記
)
。

年

明
け

て
承
平

三
年

二
月
十

八

日
、
兼
輔

は
死
ん

だ
。

五
十

七
歳

。
中

納

言
従

三
位

兼
行

右
衛

門
督
。

世

に

「
堤

の
中
納

言
」

と

称
さ

れ
た

こ
と

が

「
尊
卑

分

脈
」
等

に
見

え

、
早
く

は

「大

和
物

語
」

に
見

え

る
。

「
二

中

歴
」

は

「名

臣
歴

」

「
歌
人

歴
」

に
そ

の
名
を

収

め
て

い
る
。

結
び

後
世

の
兼

輔

へ
の
関

心
は

と
り
わ
け

て
高

い
と
は
言

え
な

い
が
、
三

十

六
歌
仙

の

一
人

に
撰

ば

れ
、
紫
式

部

の
曾
祖

父

と

い
う

こ
と
も
あ

っ
て
、

名

は
広

く
知

ら
れ

て

い
る
。
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紫
式

部

の
曾
祖

父

で
あ

っ
た

と

い
う

こ
と

は
、
有

形
無

形

の
偏

向
を

兼

輔

の
イ

メ
ー

ジ
に
与

え

て

い
る
。
兼

輔

が
紫
式

部

に
影
響

を
与

え
た

と
し

て
も

、

そ

の
逆

は
有

り

え
な

い
に
も

か

か
わ

ら
ず

、

「
紫
式

部

の
曾

祖
父

と
し

て

ふ
さ
わ

し

い
こ
と
に

は
」
と

い

っ
た
言

い
方

が
、

言
葉

の
綾

で
あ

る
以

上

に
意

味

を
持

た

さ
れ

て

い
た
よ
う

で
あ

る
。

お

そ
ら

く
は

そ

の
流

れ

の
上

に
あ

っ
た

の
で
あ
ろ
う

、

「
聖
徳

太
子

伝

暦

」

の
作
者

は
兼

輔

で
あ

る
と
す

る

説

が
通
説

と
な

っ
て

い
た
。

だ

が
、

こ

の
藤

原
猶

雪
博

士

の
説

は
、
最

近

阿
部

隆

一
氏

に
よ

っ
て
訂

正
さ

れ
て

い
る
。

二
兼
輔
を
撰
者
と
す
る
説
は
)否

定
す

べ
き

証
拠

も
な

い
代

り

に
、
肯
定

す

べ
き
積

極
的

証
左

も

な

い
の

で
あ

る

。
そ

れ
な

ら
ば

、
古
来

の
他

の
諸

本

に
列
挙

さ

れ
て

い
る
平

基
親

以
下

の
各

仮
説

候
補

者
も

悉
く

否
定

し

去
る

べ
き
証
拠

を

有

さ
ぬ
限

り

一
様

に
撰
者

た

り
得

る
資

格

が
あ

る
筈
で
あ
る
。

し

か

る
に
慎

重
な

批
判

検
討

な
し

に
兼

輔

の
み
を

無
条

件

に
撰
者

と
断

定

し

去

る

の
は
甚

だ
片
手
落

の
処
置

で
、

早
計

と
評
す

る
外

な

い
。

兼
輔

を

撰
者

候
補

の

一
人

と
し

て
挙

げ

る

に

止

る

の
は

よ

い
が
、

断
定

す

る

の
は

現
段

階

で
は

武
断

で
あ

る
」

と

い
う

氏

の
論

に
従
う

べ
き

で
あ

ろ
う

。

編

者

と

い
う

こ
と

で
は
他

に
も

「
三
条

右
大

臣
集

」

の
編

者

で
あ

る
と

い
う

久
保

木
哲

夫

氏

の
説

が
あ

る
。

三
条

右
大

臣

と

は
定
方

で
あ

る
。

二

人

の
関
係

か

ら
す

れ
ば

、

い
か

に
も

あ

り
そ
う

な

こ
と
で
あ

る

が
、
根

拠

薄
弱

で
あ

り

、
に

わ
か

に
は
賛

成

し
か

ね

る
。

ま

た

「
歌
学

大
系

」
第

四
巻

に
収

め

ら
れ

る

「
玉
伝
集

和

歌
最

頂
」

は

そ

の
言
う
所

に
依

れ
ば

、
業
平

の
作

で
伊
勢

太
神
宮

に
奉
献

さ

れ
て

い
た

も

の
を
、

延
喜

三
年

八
月

兼
輔

が
勅

使

と
し

て
来

た
時

に
賜

わ

っ
て
帝

に

奉

っ
た
も

の
だ

と

い
う

が
、
信
ず

べ
き
書

で
は
な

い
よ
う

で
あ
る

。

兼
輔

像

の
偏
向

を

一
方

で
支

え

た

の
が
和
歌

で
あ

る
。

和
歌

の
中

で

は

「
大
和

物
語

」

と

「
後

撰
集

」
と

が
大

き
く
作

用

し
て
O

い
る
。

「
大
和

物

語
」

は
兼
輔

を
歌

の

「
上
手
」

と

評
し

て

い
る

(一
三
五
段
)

そ

れ

は
当
時

の
基

準

で
は
過
大

評
価

と

い
う

訣

で

は
な

い
。
だ

が
、
和

歌

を

詠
歌

の
場

か
ら

切
り
離

す

こ
と

で
、
詠

者

の
そ
れ

と

は
別

の
感

情
を

附

与

さ

せ
て

い
る
事

が
あ

る
。
第

三
章

で
触

れ

た

「
白

雲

の
」

の
歌

、
第

六

章

の

「
人

の
親

の
」

な

ど
は
そ

の
例

で
あ

る
。

そ

れ

は
常

に
感

傷

に
傾
斜

し

て

い
る

。

「
後

撰
集

」

で
は
恋
愛

歌

と
共

に
哀
傷

歌

が
多

く

採
ら

れ

て

い
る
。

妻

を

始

め
敦
慶

親
王

・
醍
醐

天
皇

な

ど

へ
の
哀
傷

は
兼

輔

の
性

格

の
傷

み
や

す

い
も

の
で
あ

っ
た

こ
と
を
印

象
付

け

て

い
る
し
、

天
皇

や
定

方
と

の
交

渉

は
、

兼
輔

が
上
流

貴
族

で
あ

っ
た

こ
と
を
強

調
し

て

い
る
。

以
上

の
如

き
性
質

は
確

か

に
兼
輔

の

一
面
を

示
し

て

い
る
。

と

は

い
え

や
は
り

そ
れ

は

一
面

で
し

か
な

い
で
あ

ろ
う
。

天
皇

と

の
関

り

方

に
し

て

も

年

と
共

に
変

化

し

て

い
る

の
で
あ

っ
て
、
桑

子

が
入
内

し

て
か
ら

と
そ

れ
以
前

と

で
は
異

る

で
あ

ろ
う

。
兼

輔

に
限

ら
ず
誰

で
も

、
若

い
頃

と
老

い
て

か
ら

と
で

は
交

遊

の
相
手

・
性

格

、
物

の
考
え

方
な

ど

に
変
化

が
あ

る

の
で
あ

っ
て
、

そ

の
事

は
常

に
留

意
し

て

お
か

ね
ば
な

る
ま

い
。

い
わ

ゆ
る

「
小
世

界
」

の
説

の
欠
点

の

一
つ
に
、

こ

の
時

間
的

な
も

の

へ
の
配

慮

の
不

足
を
挙

げ

る

こ
と
が

で
き

よ
う
。

兼
輔

も
晩

年

に
は

た
と
え

日
常
生

活

で
功
利

的
処
世

を

と

っ
て

い
た

に

し

て
も

、

明
ら

か
に
若

い
頃

に
は
無

か

っ
た
悲

哀

の
情

が
そ

の
和
歌

に
は

流

れ

て

い
る
。
相

次
ぐ

周
囲

の
死

、
既

に
先

の
な

い
官
位

、
忠

平
を
中

心

に
動

い
て

ゆ
く
宮

廷

の
中

で
、
兼
輔

は
憂

欝

な
表
情

を
し

て

い
た

で
あ
ろ

う
。
そ

の
よ
う

な
兼
輔

の
姿

が
、
遡

っ
て
若

い
頃

の
和

歌
を

も
、

詠

ま
れ

た
場

か
ら
離

し
て
好
情

化

し

て

い

っ
た

と
し

て
も
不

思

議

な

こ
と

で
は
な
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い
。

だ
が
、

そ
れ

は
も

は

や
兼
輔

自
身

の
問
題

で

は
な

い
。

こ
の
稿

は
兼
輔

の
伝

記

を
作

る

こ
と
を

目
的

と

し

た
。
そ

れ

故

に
歌

人

と

い
う

側

面

は
あ
ま

り
重

視

し

て

い
な

い
。

文
学

史

の
中

に
据

え

る

に
は

か
な

り

の
補
筆

が
必

要

で
あ

ろ
う

と
思

う
。

(完

)

註

1

承
保
本
は

「後
撰
和
歌
集
校
本
と
研
究
」

(小
松
茂
美
)
、
他
は

「後
撰
和
歌

集
総
索
引
」

(大
阪
女
子
大
編
)
所
収
本
文

2

忠
平
の
左
大
将
、
兼
輔
の
左
中
将
が
重
な
る
の
は
、
延
喜
十
九
年
か
ら
延
長
四

年
ま
で
。

「紀
略
」に
よ
れ
ば
、
延
喜
十
九

・
二
十

一
・
二
十
二

.
延
長
二
一.
三

.

四
年
に
相
撲
節
会
あ
り
、

「貞
信
公
記
」
で
は
延
喜
十
九
年
八
月
八
日
、
延
長
二

年
八
月
十
四
日
、
同
四
年
八
月
九
日
に
還
饗

の
記
事
が
あ
る
。

3

「後
撰
和
歌
集
の
伝
本
」

(女
子
大
文
学

国
文
篇

17
号
)

4

奥
村
恒
哉

「古
今
集
後
撰
集
の
諸
問
題
」

杉
谷
寿
郎

「後
撰
和
歌
集
諸
本
の

研
究
」
な
ど

5

撰
集
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
樋

口
芳
麻
呂

「新
撰
和
歌

の
成
立
」

(国
語
と
国

文
学

昭
和
42
年
10
月
号
)
、
村
瀬
敏
夫

「新
撰
和
歌
の
召
命
」

(
「
古
今
和
歌

集
の
基
盤
と
周
辺
』
第
八
章
第
五
節
)
参
照

6

承
平
元
年
九
月
二
十
日
行
わ
れ
、
兼
輔
も
参
会
し
た
が
、
定
方
と
二
人
の
み
堂

に
入
ら
な
か
っ
た
と

い
う

(醍
醐
寺
雑
事
記
)
。

7

「
聖
徳
太
子
伝
暦
の
研
究
」

(
『仏
教
文
化
大
講
座
」
昭
和
9
年
)

8

「室
町
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」

(
「
聖
徳
太
子
論
集
」
平
楽
寺
書

店

昭
和
46
年
11
月
〉

9

「三
条
右
大
臣
集
の
成
立
と
堤
中
納
言
兼
輔
」

(言
語
と
文
芸

昭
和
39

.
1
)

受
贈
図
書

48
年
7
月
～
12
月

詩
と
土
着

平
家
物
語
総
索
引

八
月
の
雲
の
下

寛
政
期
諸
国
俳
人
書
簡
集

(義
仲
寺
叢
書

第
3
輯
)

万
葉
集
真
解

(東
歌

・
防
人
歌

全
)

聚
分
韻
略
の
研
究

付
蘇

羅

謡

境

忠

一

笠

栄
治

青
山
光
雄

大

内
初

夫

・
田
中
道

雄

.
石

川
八
朗

喬
梧
2
塵

奥
村
三
雄
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